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【背景・目的】平成 27 年厚生労働省死因順位では、第 1
位は依然として悪性新生物 37 万 131 人であり、全体の

28.7％を占める 1）。がん患者が抱える痛みについては、身

体的苦痛、精神的苦痛、社会的苦痛、死への恐怖によるス

ピリチュアルペインなど全人的苦痛である、と説明されて

いる。医療者は患者の全人的苦痛を理解し、患者と家族へ

の全人的緩和ケアを提供していかなければならない。この

ような患者や家族をケアする看護師はさまざまな感情を

抱いていると考えられる。そこで、本研究では、終末期ケ

アに携わる看護師の感情の特徴を文献検討によって明ら

かにし、看護への示唆を得ることを目的とした。 
 

【方法】医学中央雑誌 Web 版 (ver.5)を用い、原著論文

に限定して、「終末期」「看護師」「感情」をキーワードに

検索した(2017 年 8 月 4 日現在)。このうち、子どもの終

末期に関する論文、調査対象が ICU や訪問看護である論

文、事例検討を除外し、本研究に関係した 10 論文を対象

とした。抽出された論文を読み込み、感情として述べられ

ている記述を抽出し、分析した。 
 

【結果】終末期ケアに携わる看護師の感情パターンには、

ストレスやジレンマ、辛さなど、さまざまな困難な事態が

ある状態と、関係性の中に癒しや喜びを持った状態、その

両方の要因が混ざり合った状態がある。 
1．否定的感情と肯定的感情 

終末期ケアに携わる看護師を対象とした調査結果から、

「肯定的感情」「安静状態」は終末期患者に対する方が非

終末期患者より低く、「否定的感情」は、終末期患者に対

する方が高いといえた。看護師は、終末期患者に対して「ネ

ガティブな印象」と「否定的な感情」をもっていた。 
2．否定感情 
終末期の看護場面を設定して、感情と看護行為の関係に

ついて調査した結果からは、「否定感情」「共感性」「感情

分離」の 3 つの感情因子が抽出され、「否定感情」は 5 つ

の看護行動に関連していた。この結果から、終末期ケアに

携わる看護師の看護行動を最もよく説明する感情が「否定

感情」であり、感情を伴う関わりを避け、自分の感情を管

理していた。看取りに関しては「悲しみ」、「疲労感」、「無

力感」を「いつも経験した」と答えるものが多かった。 
3．看取りケアに対する消極的群の特徴 
消極的な看護師たちは、看取りケアに否定的な感情を抱

き、達成感も得られていなかった。また、患者と関わる時

の困難な状況と感情として、看護師自身の心が揺れ動いて

「混沌とした不安」、患者の意向に添えない「不一致のジ

レンマ」、患者からの要求を負担に感じる「重圧感」を抱

いていた。「心身の疲労」で消耗し、心の状況が壁となり、

ネガティブな心が、患者に前向きに関わろうとする気持ち

を阻害していた。 
4．看取りケアに対する積極的群の特徴 
積極的な看護師たちは、患者との関わりに価値や意味を

見出し、積極的に関わり、患者から反応を得ることができ

ていた。 
5．感情労働の違い 
「感情労働総合得点」は終末期患者に対する方が非終末

期患者より高く、特に、感情を抑えたり隠したりする「表

出抑制」、ケアの動作によって適切な感情を伝えようとす

る「ケアの表現」が、終末期患者に対して高かった。 
6．困難感 
 困難・困難感に焦点を絞り、記述されている内容を抽出

し、まとまりのある内容をカテゴリー化した。困難として、

「患者との関わり」「家族との関わり」「看護師の重圧」「看

取りのケア」「医療者との関係・葛藤」「環境」「倫理的問

題」「知識・技術不足」が上がった。 
 
【考察】終末期ケアに携わる看護師は、否定的な感情を持

ち、感情を表出しない傾向にある。これらのことから、看

護師がバーンアウトする可能性がある。終末期ケアでは、

患者と関わる中で看護師が抱いたネガティブな感情を吐

き出す場所がカンファレンスやスタッフとの会話であり、

自分の思いをさらけ出し、共感してくれる仲間の存在によ

って、看護師自身の心が癒され、自分を認め前向きな気持

ちを取り戻している 2)。今後は、より看護師が感情を表出

できる環境として、グリーフケアやカンファレンスを設け

ることが終末期に携わる看護師にとって必要である。 
 

【結論】終末期ケアに携わる看護師の感情には、肯定的感

情と否定的感情があるが、多くは否定的な感情を抱いてい

る。しかし、看護師たちは感情を表に表出しないで感情を

管理している。感情を表出させる場が必要といえた。 
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